
令
和
元
年
七
月
五
日
受
領

答
弁
第
二
八
一
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
八
一
号

令
和
元
年
七
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
源
馬
謙
太
郎
君
提
出
福
利
厚
生
費
に
お
け
る
考
え
方
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
源
馬
謙
太
郎
君
提
出
福
利
厚
生
費
に
お
け
る
考
え
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
企
業
が
高
濃
度
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
、
血
液
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
、
ニ
ン
ニ
ク
注
射
等
の
自
費
診
療
の
治
療
メ
ニ
ュ
ー
を
法
定

外
福
利
厚
生
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
」
と
の
御
指
摘
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い

て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
企
業
が
従
業
員
に
提
供
す
る
法
定
外
福
利
厚
生
」
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
経
営
者
だ
け
で
な
く
企
業
内
の
従
業
員
全
員
が
等
し
く
法
定
外
福
利
厚
生
を
受
け
る
場
合
」
に
お
い
て
、
そ

の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
額
が
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四

号
）
に
基
づ
き
、
個
別
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。


